
３．ソフト施策の内容
国土交通省 ： パネル、パンフレットによる防災・河川事業についての情報発信 等

倉 敷 市 ： 各種イベント、サイクリング・散策コース設定、防災訓練、自然観察会 等

１．概要
倉敷市では、地域資源を活かした交流環境づくりのため、「小田川沿いの水辺を活かし点在する地域資源に親しめ

る回遊空間の形成」に取り組んでおり、また、本地区では平成３０年７月豪雨の被害を受けて策定した「真備地区復興

計画」に基づき、「川を感じ楽しめる空間の整備」や「地域資源の発掘・活用」等に取り組んでいるところです。

この取組を充実させるため、本計画では、真備緊急治水対策プロジェクトとの連携により、復興防災公園（仮称）を拠

点にサイクリングロードによる水辺のネットワークを形成し、地域資源や魅力ある水辺空間の利活用を促進し、真備地区

の復興推進をはじめ、地域の活性化や魅力の向上を図ります。

国土交通省では、この取組に対し、必要な河川管理施設を整備するほか、河川空間において営利活動を実施する

場合には、河川敷地占用許可準則22条に基づく、都市・地域再生等利用区域の指定等の支援を実施していきます。

「小田川かわまちづくり」 （岡山県倉敷市）

お だ が わ
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対象河川 ： 一級河川 高梁川水系小田川 【国管理河川】
市町村名 ： 岡山県倉敷市
推進主体 ： 倉敷市

たかはしがわ
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２．ハード施策の内容
国土交通省 ： 堤防拡幅、高水敷整正 等

倉 敷 市 ： 復興防災公園（仮称）整備、広場整備、サイクリングロード整備、案内看板の設置 等

各種イベント 防災訓練の活用スポーツ 自然観察会

利活用イメージ

復興防災公園（仮称）【市】

広場整備【市】
高水敷整正【国】

サイクリングロード整備【市】
案内看板の設置等【市】
堤防拡幅【国】

横断面イメージ

復興防災公園（仮称）整備イメージ

お だ が わ

【市】復興防災公園（仮称）整備
広場整備

【国】高水敷整正

【市】サイクリングロード整備
案内看板の設置等

【国】堤防拡幅






























